
今回の菅義偉総理の訪米に、内閣官房副長官と

して同行させていただきました。歴代、衆議院の

副長官が北米を担当することになっています（参

議院はロシア、北方領土を担当）。 

今回はバイデン政権が発足し、バイデン大統領

が対面で首脳会談を行う最初の相手に日本の菅総

理を選んだということで、大変注目された会談で

あったと思いますし、その会談に同行できたことは

私自身も大変勉強になりました。本当に感謝です。 
  

■ 共同声明作成の舞台裏 
副長官の最も大きな役目は同行記者団へのブ

リーフです。 

記者のみなさんは会談の現場に立ち会えないの

で、そこに立ち会っている私の方から、その内容

について説明することになっており、その説明を

ブリーフと呼んでいます。記者団への説明の中身

に基づいて日本のみなさんへの報道がなされるこ

ともあるので、かなり重大な使命だと自認してい

ます。 

今回は会談後、両政府が合意した内容を文章と

して出す「共同声明」が作られました。実はこの

文章は、一つの用語や単語の選択までとても神経

をすり減らしながら丁々発止と渡り合い、相手政

府担当者と交渉しています。 

今回も最後の最後まで総理が大統領と会談する

当日の朝にもまだ詰めの作業をやっていた状態で

した。内容的には共同記者会見時には一致してい

たわけですが、発表するまでの手続きが間に合わ

ず、文書でのお披露目はできませんでした。 

いろいろな思惑が絡んでか、日本の報道にも声

明がまだ決まっていない段階でありながら、「こ

の言葉が入る」とか「こういう記述がある」とい

う種類の記事が載りました。中には事務担当者同

士ではかなりやり取りがあってまとめるのに苦労

しているのに、会談の場で、首脳同士であっさり

と合意することもあります。 
 

■ ブリーフの意義    
ブリーフにはこのように事前に出回ってしまっ

ている憶測記事で、誤ったものを訂正してもらう

という役割もあります。今回も交渉している担当

者が「今、目の前で交渉しているのに、なぜ、こ

のような記事が出るのか。とても困る」と言って

いるのを聞きました。 

このブリーフですが、結果として政府を代表し

ての見解にもなってしまうので、大げさに言え
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会合の場でのやりとりについて、雰囲気も含めてブリーフを行う

のがさかい学の仕事 



ば、国益を左右することにもなりかねません。公

表の仕方によっては、相手国の信頼を失うことに

なる可能性もあります。 
  

■ 先人たちの経験と工夫 
昨年の10月のベトナム、インドネシアの訪問時

もブリーフを行いましたが、自分自身でも満足の

いくものではなかったので、今回はもっと工夫し

なければと思っていました。 

そんな時、官房副長官経験者の先輩方からお声

かけいただき、配慮すべき点や心構えから対応の

仕方のノウハウまで、先輩方の経験を踏まえたご

指導をいただきました。 

やはりそれぞれご苦労されて、そこからさまざ

まな工夫をされていたのだということが分かった

と同時に、先輩方の思いに感じ入るところが多々

ありました。また、内閣官房副長官という役割に

強い思い入れを持っているということも感じま

す。 

派閥など関係なく、国益のためにわざわざ後輩

に大事な経験を伝えようとしてくれる先輩がいる

というのが自民党です。私もこのお役目を懸命に

務め、そこで得るであろうつたない自分自身の経

験を、機会があれば次の世代に生かしてもらえる

ようにしたいと考えています。 
 

■ 外交は人間力  
今回の訪米で改めて実感したことがあります。

それは、国と国との外交とはいえ、突き詰めれば

やはり人間と人間との信頼感となり、「人間力」

が大きく左右するということです。オバマ大統領

も同様のことをおっしゃっていたと聞きました。 

今回の会議でも、総理と大統領の1対1の会合の

時は、家族についてなど私的な話もしたそうで、

お互いがどういう人間かを知り、分かり合うため

の時間になったと聞きました。 

バイデン大統領は執務室のあちらこちらに飾っ

てある家族写真を菅総理に見せ、一人ひとりにつ

いて説明してくれたそうです。その結果、話が盛

り上がり、用意してもらっていた昼食のハンバー

ガーには手をつけずじまいだったそうです。 

そのバイデン大統領を、菅総理は「家族思いで

懐の深い人」と表現していました。やはり厳しい

選挙を勝ち残り、一国のトップになる人というの

は大した人で、何か違うもの、秀でたものを持っ

ていると今回も感じました。その「大した二人」

がそれぞれの国を背負い、語り合うわけですか

ら、雑談すらも雑談に終わらないと思います。 

 

離日前、訪米の準備を進めていた総理が、訪米

が近づいた時、「（準備を進めていくと）平常心

になっていくな」とつぶやいたのを思い出しまし

た。大した人です。そしてその政権をこれからも

しっかりと支えていきたいと思います。 

 

（表面より続く） 

←【公式】さかい学チャンネル 
内閣官房副長官の仕事、現在取り組ん

でいることなどをお伝えしています。

ぜひご覧ください！ 
出発前に米国訪問等についての記者会見（官邸にて） 

菅総理とバイデン大統領のランチミーティング。話が盛り上が

り、用意されていたハンバーガーにも手をつけず 

会
談
か
ら

一 

夜
明
け
て
、
リ
ン
カ
ー
ン
メ
モ
リ

ア
ル
を

一 

緒
に
散
歩
し
ま
し
た
。
今
朝
は
起
こ

さ
れ
る
ま
で
爆
睡
し
て
い
た
と
い
う
総
理
。
ホ
ン

ト
、
大
し
た
人
で
す
。 

2021年4月 訪米号 


